
 

令和２年度用「小学社会３・４下」（第４学年） 

年間指導計画作成資料（案） 

 

令和２年６月版 

          

          

取り扱いに当たっての留意事項         

          

●「学校の授業以外の場において行うことが考えられる教材・学習活動」では，学習内容や時数について考え

られる案を示しています。学校や地域の実態に応じてご参照ください。  

●この案では，学習指導要領の定める第４学年の総時数 90 時間のうち，15 時間を「学校の授業以外の場にお

いて行うことが考えられる教材・学習活動」として示しています。     

●表中の「学校の授業以外の場において行うことが考えられる教材・学習活動」とは，「学校の授業以外の場で

学習したことを基に，授業で各活動が展開されること」を前提としています。 学校以外の場のみで学習が完

結するということではありませんので，授業における配慮をお願いします。   

●単元ごとの配当時数，主な学習活動などは，今後変更になる可能性があります。予めご了承ください。 

●各単元の評価規準については，小社ウェブサイトの「年間指導計画・評価計画（案）」をご参照ください。 

         

          

 

 

 

 

 

 

 

教 育 出 版 

ご確認ください 

 令和２年度は，小学校で新学習指導要領の全面実施が始まりますが，第４学年の児童につい

ては新課程用の教科書は供給されず，令和元年度の第３学年時に供給された３・４下の教科書

を使用して学習します。 

ただし，「自然災害から人々を守る活動」（新学習指導要領の第４学年「内容（３）」）において

は，令和２年の春に配布された補助教材を併用して学習します。この補助教材は，令和元年度

に採択決定された発行者のものを使用することになっておりますので，当該単元の学習指導計

画については各発行者作成のものを参照してください。 
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教育出版 2020年６月 
平成 27年度版『小学社会３・４下』に基づく年間指導計画・評価計画(案)  

※「自然災害から人々を守る活動」（この教科書における単元名「自然災害にそなえるまちづくり」）については，令和

２年春に配布された教育出版の補助教材に基いて作成しています） 

 

目  標

●自分たちの都道府県の地理的概要について，調査活動，地図

帳や各種の具体的資料を通して，必要な情報を調べまとめる

技能を身に付けるようにする。 

●自分たちの県の地理的環境の特色について，文章で記述した

り，資料などを用いて説明したり話し合ったりする力を養う。 

●自分たちの都道府県の地理的概要について，主体的に学習の

問題を解決しようとする態度を養う。

 

 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・47 都道府県の名称と位置について，地図帳な

どで確かめたり，日本の白地図などに書き表

したりしている。 

・自分たちの都道府県の地理的環境の概要を理

解している。 

・自分たちの県の様子について，地図や各種の

資料で調べ，白地図などにまとめている。 

・我が国における自分たちの都道府県

の位置，都道府県全体の地形や主な産

業の分布，交通網や主な都市の位置な

どに着目して，都道府県の様子を捉

え，地理的環境の特色を考え，表現し

ている。 

・都道府県の様子について，予想や

学習計画を立てたり，見直したり

して，主体的に学習問題を追究

し，解決しようとしている。 

 

 

大単元の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○の中の数字は，配当時数

大単元 7 わたしたちの県のまちづくり 

配当時間 8 時間 

（学校の授業以外の場におい

て行うことが考えられる教

材・学習活動２時間） 

教科書 3・4 下 

P108～119 

オリエンテーション ② 

  

県の地図を広げて ⑥ 

  

県の地図を見てみよう ① 

  

県の土地の使われ方 ① 

  

農業や漁業がさかんな地域 ① 

  

工業がさかんな地域 ① 

  

県の交通の様子／まとめる ② 
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大単元名：7 わたしたちの県のまちづくり 【配当 2 時間】 

 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 
学校の授業以外の場において行うこ

とが考えられる教材・学習活動 

オリエンテー

ション 

P108～109 

【配時 2】 

地図を使って，自分た

ちの県の地理的位置

や 47 都道府県の名称

と位置を調べ，方位を

用いて位置を説明し

たり，地図上で名称や

位置を指摘したりす

ることができるよう

にする。 

○地図を使って自分たちの県の位

置，47 都道府県の名称と位置を調

べ，都道府県の位置関係を方位で表

現したり，他の都道府県について知

っていることや地図帳などで調べ

てわかったことを話し合ったり，発

表したりする。 

◆日本は 47 の都道府県からなるこ

と，各都道府県の名称と位置，自分

たちの県の地理的位置や，隣接県の

名称，自分たちの県との位置関係。 

①地図を見て，自分たち

の県の位置について話し

合う。 

②他の都道府県の知って

いる場所を発表する。 

③地図帳を使って 47 都

道府県の名称や位置を調

べ，調べた都道府県をク

イズにして出題し合う。 

※各自が P108～109を読んで，

都道府県クイズの出題内容を

考え，書いて持ち寄ることを説

明する。 

 

P108～109を読み，都道府県ク

イズの出題内容を考えて書く。 

【１時間】 

 

※授業で①②の学習活動のあ

と，各自が持ち寄ったクイズを

出題し合う学習活動を行う。 

 

※次時（①～②）の学習活動に

ついて説明をする。 

 

小単元名：1 県の地図を広げて 【配当 6 時間】 

 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 
学校の授業以外の場において行

うことが考えられる教材・学習活動 

県の地図を見

てみよう 

P110～111 

【配時 2】 

地図を使って県内にお

ける自分たちの市の位

置を表したり，県の地形

の様子を読み取ったり

して，自分たちの県につ

いて調べたいことを明

らかにし，学習問題をつ

くることができるよう

にする。 

○地図を使って，県内における

自分たちの市の地理的位置を

方位で表したり，県の地形や土

地の様子を等高線から読み取

ったりして調べ，県について調

べる学習問題をつくる。 

◆自分たちの県の地理的位置

や地形の様子，主な市町村，山

地，河川の名称や位置。 

①自分たちの市の位置を地

図で調べ，気づいたことを話

し合う。 

②土地の高さを等高線で読

み取る。 

③県全体の様子を調べるた

めの学習問題をつくる。 

教科書や副読本を見ながら，

自分たちの市の位置を地図

で調べ，土地の高さを等高線

で読み取り，ノートに書く。 

【１時間】 

 

※学習問題や学習計画の設

定については，対話的な学習

を想定しているため，授業で

行う。 

 

 

 

 

 

 

県の土地の使

われ方 

P112～113 

【配時 1】 

土地利用図と地形図を

使って，土地利用と地形

の関連を読み取り，自分

たちの県の土地利用の

様子について捉えるこ

とができるようにする。 

○土地利用図を活用して，自分

たちの県の土地の使われ方を地

形と関連づけて読み取り，わかっ

たことをノートにまとめる。 

◆自分たちの県の土地利用は，

地形の様子と関わっていること。 

①県のどこの土地が，どのよ

うなことに使われているの

かを調べる。 

②県の土地の使われ方を，地

形と関係づけて考える。 

③県の土地の使われ方につ

いて，気づいたことをノート

にまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習問題 わたしたちの住んでいる県の地形，産業や交通はどのような様子だろう。 
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農業や漁業が

さかんな地域 

P114～115 

【配時 1】 

地図や写真，グラフなど

を使って，自分たちの県

の主な農産物や海産物，

それらの分布や主な産

地を調べ，自分たち県の

農業や漁業の概要につ

いて捉えることができ

るようにする。 

○地図や写真，グラフなどを使

って，自分たちの県の主な農産

物や海産物と，それらの分布や

主な産地を調べ，わかったこと

をノートにまとめる。 

◆自分たちの県の主な農産物

や海産物と，県内の農業や漁業

が盛んな地域。農産物や海産物

は様々あり，場所によってとれ

る物に違いがあること。 

①県のどこで，どのような農

産物がつくられているのか

調べる。 

②県でつくられている，主な

農産物を調べる。 

③県のどこの海で，どのよう

な海産物がとれるか調べる。 

 

工業がさかん

な地域 

P116～117 

【配時 1】 

地図や写真，グラフなど

を使って，自県で工業が

盛んな地域やつくられ

ている主な工業製品を

調べたり，工業が特に盛

んな地域の地理的条件

を調べたりして，県の工

業の概要について捉え

ることができるように

する。 

○地図や写真，グラフなどを使

って，自県の主な工業製品と工

業が盛んな地域や分布につい

て調べ，わかったことをノート

にまとめる。 

◆自分たちの県で工業が盛ん

な地域と，つくられている主な

工業製品。また，県内で特に工

業が盛んな地域は，盛んになる

地理的条件があったこと。 

①県でつくられた工業製品

の出荷額を市や町ごとに調

べる。 

②県で工業が盛んな市や町

では，どのような工業製品が

つくられているのかを調べ

る。 

③北九州市で，特に工業が盛

んになった理由を調べる。 

 

県の交通の様

子 

＜まとめる＞ 

P118～119 

【配時 1】 

地図や写真などを使っ

て，自分たちの県の主な

交通とその広がりの様

子を捉えることができ

るようにする。 

○地図や写真を使って，県内の

主な交通の様子や空港・港の位

置などを調べ，交通の広がりの

様子を読み取ったり，広がりが

もつ意味について考えたりす

る。 

◆交通は，県内の主要都市を結

びながら，他の都道府県や外国

とつながっており，この結びつ

きが自分たちの県の人や物の

行き来を支えていること。 

①県の道路や鉄道の広がり，

空港や港の位置を地図で調

べる。 

②交通は，県内のどこを，ど

のように結んでいるのかを

読み取る。 

③「まとめる」を参考に，県

の地勢，産業や交通の概要，

特色などを白地図やノート

に書く。 
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大単元 5 健康なくらしとまちづくり 

配当時間 28 時間 

（学校の授業以外の場に

おいて行うことが考えら

れる教材・学習活動７時

間） 

教科書 3・4 下 

P40～75 

 

目  標 

●人々の健康と生活環境を支える働きについて，人々の生活と

の関連を踏まえて理解するとともに，調査活動，地図帳や各

種の具体的資料を通して，必要な情報を調べまとめる技能を

身に付けるようにする。 

●人々の健康と生活環境を支える働きについて，相互の関連，

意味を考える力，社会に見られる課題を把握して，その解決

に向けて社会への関わり方を選択・判断する力，考えたこと

や選択・判断したことを表現する力を養う。 

●人々の健康と生活環境を支える働きについて，主体的に学習

の問題を解決しようとする態度や，よりよい社会を考え学習

したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに，

思考や理解を通して，地域社会に対する誇りと愛情，地域社

会の一員としての自覚を養う。 

 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・廃棄物を処理する事業は，衛生的な処理や資

源の有効利用ができるよう進められているこ

とや，生活環境の維持と向上に役立っている

ことを理解している。 

・飲料水，電気，ガスを供給する事業は，安全

で安定的に供給できるように進められている

ことや，地域の人々の健康な生活の維持と向

上に役立っていることを理解している。 

・人々の健康や生活環境を支える事業につい

て，関連施設や事業所を見学したり，地図や

資料などで調べたりして，まとめている。 

・処理の仕組みや再利用，県内外の

人々の協力などに着目して，廃棄

物の処理のための事業の様子を捉

え，その事業が果たす役割を考え，

表現している。 

・供給の仕組みや経路，県内外の人々

の協力などに着目して，飲料水，電

気，ガスの供給のための事業の様

子を捉え，それらの事業が果たす

役割を考え，表現している。 

・人々の健康や生活環境を支える事

業について，主体的に問題解決し

ようとしたり，よりよい社会を考

え学習したことを社会生活に生か

そうとしたりしている。 

・地域の人々の健康と生活環境を支

える働きについて，予想や学習計

画を立てたり，見直したりして，主

体的に学習問題を追究し，解決し

ようとしている。 

 

大単元の構成 

オリエンテーション ①  

  ※どちらかを選択  
      

1 ごみはどこへ ⑭  2 水はどこから ⑪  くらしと電気 
  

        

家から出るごみを調べよう ②  1日に使う水の量を調べよう ①  電気はどこから 
  

        
ごみの収集の様子を調べよう ①  水が送られてくる道を調べよう ①  どのようにして，電気をつくるの 

        
清掃工場を見学しよう ④  浄水場を見学して調べよう ④    

        
資源ごみのゆくえ ①  ダムや森林のはたらきを調べよう ①  くらしと電気のこれから 

        
ごみをもやしたあとの灰のゆくえ ①  水源を守る取り組みを調べよう ①    

        
こんなに費用がかかるなんて ①  水をむだにしないくふう ①    

        
市で働く人々の取り組み ①  

使ったあとの水のゆくえを調べよう／

まとめる ② 

   

      
市でくらす人々の取り組み ①    

        
わたしたちにできることは…／まとめる② 

  
深める くらしの見直しをよびかける言葉を考えよう ② 

  
    ○の中の数字は，配当時数。 



5 

 

 

目  標 

●ごみを処理する仕組みについて，人々の生活との関連を踏ま

えて理解するとともに，調査活動，地図帳や各種の具体的資

料を通して，必要な情報を調べまとめる技能を身に付けるよ

うにする。 

●ごみを処理する仕組みや処理に協力する人々の取り組みに

ついて，それらが果たす役割を考え，ごみ処理に見られる課

題を把握して，その課題の解決に向けて社会への関わり方を

選択・判断する力，考えたことや選択・判断したことを表現

する力を養う。 

●ごみの処理について，主体的に学習の問題を解決しようとす

る態度や，よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生

かそうとする態度を養うとともに，思考や理解を通して，地

域社会に対する誇りと愛情，地域社会の一員としての自覚を

養う。

 

 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ごみを処理する事業は，衛生的な処理や資源

の有効利用ができるよう進められていること

や，生活環境の維持と向上に役立っているこ

とを理解している。 

・ごみを処理する仕組みやその再利用，県内外

の人々の協力などに着目して，見学・調査し

たり地図などの資料で調べたりして，まとめ

ている。 

・ごみを処理するための事業の様子

を捉え，その事業が果たす役割を考

え，表現している。 

・学習したことをもとに，ごみを減ら

すために自分たちが協力できるこ

とを考えたり選択・判断したりし

て，自らもごみの適切な処理や再利

用に協力しようとしている。 

・ごみの処理について，予想や学習計

画を立てたり，見直したりして，主

体的に学習問題を追究し，解決しよ

うとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小単元 1 ごみはどこへ 

配当時間 14 時間 

（学校の授業以外の場にお

いて行うことが考えられる

教材・学習活動４時間） 

教科書 3・4 下 

P42～59 
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大単元名：5 健康なくらしとまちづくり 【配当 1 時間】 

 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 
学校の授業以外の場において行

うことが考えられる教材・学習活動 

オリエンテー

ション 

P40～41 

【配時 1】 

日常生活で出るごみ

はどのように処理さ

れるのか，また，日常

生活で使われる水道

水はどのようにして

送られているのかに

ついて，調べる意欲が

もてるようにする。 

○給食の残りや食器洗いの様子

の写真などを手がかりに，日常生

活でごみを出したり，水道水を使

ったりする場面を発表し，ごみの

ゆくえや水道水の供給について

調べる意欲をもつ。 

◆学校生活をはじめ，日常生活の

様々な場面でごみが出たり，水が

使用されたりしていること。 

①給食の残りは，どうなるの

かについて話し合う。 

②使った食器は，どうなるの

かについて話し合う。 

③話し合ったことをもとに，

ごみの処理や水道について調

べる計画を立てる。 

 

 

小単元名：1 ごみはどこへ【配当 14 時間】 

 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 
学校の授業以外の場において行

うことが考えられる教材・学習活動 

家から出るご

みを調べよう 

P42～43 

【配時２】 
家から出るごみの種

類や量を調べたり，ご

みを収集に出す際に

きまりがあるわけに

ついて関心をもった

りして，調べたいこと

を明らかにして，学習

問題をつくることが

できるようにする。 

○家から出るごみの種類や量と，

ごみを収集するときのきまりを

調べ，ごみの処理について調べる

学習問題をつくる。 

◆ごみの種類ごとに分別したり，

決められた日に出したりするな

ど，収集に出す際にきまりがある

こと。 

①家から出るごみの種類と量

を調べる。 

②ごみの分別の仕方や収集の

きまりを調べる。 

③ごみの処理について知りた

いことを明らかにし，学習問

題をつくる。 

※前時に各自が①②の学習

活動を行うことや，調べ方に

ついて説明する。 

家から出るごみの種類と量，

ごみの分別の仕方や収集の

きまりを調べてノートに書

く。 

【１時間】 

※各自が書いたノートを持

ち寄り，ごみの処理について

知りたいことを明らかにし，

学習問題をつくる対話的な

学習を授業で行う。 

 

 

ごみの収集の

様子を調べよ

う 

P44～45 

【配時 1】 

ごみの出し方や収集

の工夫について調べ，

大量のごみが種類別

に異なる施設に運ば

れることに気づき，そ

の理由に関心をもつ

ことができるように

する。 

○ごみの出し方，収集の仕方や工

夫を調べる。 

◆大量のごみを収集するための

工夫があることや，ごみの種類に

よって処理方法が違うために分

別して収集を行っていること。 

①ごみの収集の様子を調べ

る。 

②ごみの収集の仕方や収集の

工夫を調べる。 

③ごみを分別して収集してい

る理由を考える。 

※各自が教科書 P46～47 や

副読本，パンフレット等を読

んで清掃工場のはたらきに

ついて調べ，ノートやワーク

シートに書いてくることを

説明する。 

清掃工場を見

学しよう 

P46～47 

【配時 4】 

清掃工場における燃

やすごみの処理の仕

方や，処理の工夫につ

いて調べることがで

きるようにする。 

○清掃工場における燃やすごみ

の処理の仕方と，その工夫につい

て調べる。 

◆清掃工場では，燃やすごみを工

夫して処理していること。 

①清掃工場について調べる計

画を立てる。 

②燃やすごみを処理する様子

を調べる。 

③清掃工場で行われている工

夫を調べる。 

教科書 P46～47や副読本，パ

ンフレット等を読んで清掃

工場のはたらきについて調

べ，ノートやワークシートに

書く。 

【２時間】 

 

※各自が書いたノートやワ

ークシートを持ち寄り，清掃

工場のはたらきについてわ

かったことを発表し合う対

話的な学習を授業で行う。 

学習問題 わたしたちのくらしから出たごみは，どのようにして集められ，処理されるのだろう。 
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資源ごみのゆ

くえ 

P48～49 

【配時 1】 

資源ごみの処理の仕

方と，そのゆくえを調

べ，リサイクルを進め

るうえで大切なこと

について考えること

ができるようにする。 

○資源ごみの処理の仕方と，その

ゆくえについて調べる。 

◆資源ごみをリサイクルしやす

くするために，自分たちも分別に

取り組むなどの協力が必要であ

ること。 

①資源ごみの処理の仕方を調

べる。 

②仕分けられた資源ごみのゆ

くえを調べる。 

③資源ごみをリサイクルしや

すくするために，大切なこと

は何かを考える。 

 

ごみをもやし

たあとの灰の

ゆくえ 

P50～51 

【配時 1】 

最終処分場での処理

の仕方や，処理の工夫

について調べるとと

もに，学習を振り返っ

てごみのゆくえにつ

いてまとめることが

できるようにする。 

○最終処分場での処理の仕方や

処理の工夫について調べ，ごみの

ゆくえについてまとめる。 

◆最終処分場の使用を持続でき

るように，処理の仕方や周囲の環

境に配慮するといった取り組み

をしていること。 

①ごみを燃やした後の灰のゆ

くえを調べる。 

②最終処分場の取り組みや工

夫を調べる。 

③ごみのゆくえについて，わ

かったことをまとめる。 

 

こんなに費用

がかかるなん

て 

P52～53 

【配時 1】 

市のごみの量の変化

と処理にかかる費用

の変化について調べ，

変化の理由を捉える

ことができるように

する。 

○市のごみの量や，ごみの処理に

かかる費用について，変化とその

理由を調べる。 

◆市のごみの量や処理にかかる

費用は，人々の暮らしの在り方

や，市の取り組みによって変化が

生じていること。 

①市のごみの量やごみの処理

にかかる費用の変化について

調べる。 

②ごみの量やごみの処理にか

かる費用が大きく増えたわけ

を考える。 

③ごみを減らすために市が取

り組んでいることを調べる。 

 

市で働く人々

の取り組み 

P54～55 

【配時 1】 

市で働く人々が，ごみ

の量を減らすために

取り組んでいること

や，そこでの工夫や努

力について調べるこ

とができるようにす

る。 

○給食室やスーパーマーケット

で働く人々の，ごみを減量するた

めの取り組みと，その工夫につい

て調べる。 

◆市で働く人々は，給食をつくっ

たりスーパーマーケットで働い

たりする中で，ごみの減量や再生

利用の取り組みを進めているこ

と。 

①給食室から出たごみのゆく

えを調べる。 

②スーパーマーケットから出

たごみのゆくえを調べる。 

③市で働く人々の取り組み

が，なぜ，ごみを減らすことに

つながっているのかを考え

る。 

 

市 で く ら す

人々の取り組

み 

P56～57 

【配時 1】 

市で暮らす人々がご

みの量を減らすため

に行っている活動を

調べるとともに，人々

はどのようなことを

大切にして活動して

いるのかについて考

えることができるよ

うにする。 

○ごみを減量するために，市で暮

らす人々が取り組んでいる活動

を調べ，人々が活動において大切

にしていることについて考える。 

◆市で暮らす人々は，ごみの量を

減らすために自分たちにできる

ことを進んで行っていること。 

①市で暮らす人々の，ごみを

減らすための活動を調べる。 

②市で暮らす人々は，どのよ

うなことを大切にして活動し

ているか，考える。 

③市で暮らす人々の活動と私

たちの暮らしとの関わりを考

える。 

 

わたしたちに

できることは

… 

＜まとめる＞ 

P58～59 

【配時 2】 

学習したことをもと

に，ごみの量を減らす

ために自分たちにで

きることを考え，考え

た根拠を明らかにし

て文章で表現するこ

とができるようにす

る。 

○学習したことをもとに，ごみの

量を減らすために自分たちにで

きることを考え，文章で表現す

る。 

◆ごみを減量していくために，「3

Ｒ」という考え方があり，生活の

様々な場面で実践されているこ

と。 

①ごみの処理やごみの量を減

らすための取り組みなど，調

べたことを振り返る。 

②ごみの量を減らすために，

大切なことはなにか，話し合

う。 

③「まとめる」を参考に，ごみ

の処理について調べたことを

まとめ，ごみの量を減らすた

めに自分にできることを考え

てノートに書く。 

※授業で①②の学習活動を行

い，各自が教科書や副読本，ノー

ト等を見ながら③の学習活動を

行うことを説明する。 

各自が教科書や副読本，ノート

等を見ながらごみの処理につい

て調べたことをまとめ，ごみの

量を減らすために自分にできる

ことを考えてノートに書く。 

【１時間】 

※各自が書いたものを提出さ

せ，一人一人の学習状況を確認

する。 
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小単元 2 水はどこから 

配当時間 11 時間 

（学校の授業以外の場にお

いて行うことが考えられる

教材・学習活動２時間） 

教科書 3・4 下 

P60～73 

 

目  標 

●水を供給する仕組みについて，人々の生活との関連を踏まえ

て理解するとともに，調査活動，地図帳や各種の具体的資料

を通して，必要な情報を調べまとめる技能を身に付けるよう

にする。 

●水を安定的に供給するための仕組みや人々の取り組みにつ

いて，それらが果たす役割を考え，水をどのように使ってい

けばよいかについて選択・判断する力，考えたことや選択・

判断したことを表現する力を養う。 

●水の供給や使い方について，主体的に学習の問題を解決しよ

うとする態度や，よりよい社会を考え学習したことを社会生

活に生かそうとする態度を養うとともに，思考や理解を通し

て，地域社会に対する誇りと愛情，地域社会の一員としての

自覚を養う。

 

 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・水道を供給する事業は，安全で安定的に供給

できるよう進められていることや，地域の

人々の健康な生活の維持と向上に役立って

いることを理解している。 

・水道を供給する事業について，関連施設や事

業所を見学したり，地図や関係機関が作成

した資料などで調べたりして，県の白地図

や図表などにまとめている。 

・水道の供給の仕組みや経路，県内外

の人々の協力などに着目して，飲料

水の供給のための事業の様子を捉

え，それらの事業が果たす役割を考

え，表現している。 

・学習したことをもとに，水を大切な

資源として捉え，節水などに向け

て，自分たちが協力できることなど

を考えたり選択・判断したりするな

ど，資源の有効利用に関心を高めよ

うとしている。 

・水道を供給する仕組みについて，予

想や学習計画を立てたり，見直した

りして，主体的に学習問題を追究

し，解決しようとしている。 
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小単元名：2 水はどこから 【配当 11 時間】 

※「水はどこから」か，P76～81 のどちらかを選択して学習 

 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 
学校の授業以外の場において行う

ことが考えられる教材・学習活動 

1 日に使う水

の量を調べよ

う 

P60～61 

【配時 1】 自分の家や市の水の使

用量などを調べ，気づい

たことや疑問に思った

ことをもとに水道の仕

組みに関心をもち，調べ

たいことを明らかにし

て，学習問題をつくるこ

とができるようにする。 

○自分の家の水の用途や使用

量，市全体の水の使用量やそ

の変化などを調べ，疑問に感

じたことをもとに学習問題を

つくる。 

◆水は日常生活の様々な場面

で大量に使われていること。

また，近年は市の人口増加に

比べて，市の水の使用量は増

えていないこと。 

①自分たちが1日に使ってい

る水の量を調べる。 

②市の水の使用量と，市の人

口の移り変わりを調べる。 

③調べて気づいたことをも

とに，学習問題をつくる。 

 

 

水が送られて

くる道を調べ

よう 

P62～63 

【配時 1】 

自分たちの使う水は，水

源からダムや浄水場な

どの施設を経由して送

られてきていることを

絵地図や写真から読み

取ることができるよう

にする。 

○絵地図や写真などを用い

て，自分たちの使う水が送ら

れてくる経路について調べ

る。 

◆自分たちの使う水は，水源

から河川，ダムや浄水場など

の各施設を経て送られてきて

いること。 

①自分たちの使う水はどこ

から送られてくるのか，予想

する。 

②資料を使って，水が学校や

家まで送られてくる道を調

べる。 

③水が送られてくる道を調

べて，気づいたことや疑問に

思ったことを話し合う。 

※各自が教科書 P64～65 や副

読本，パンフレット等を読ん

で浄水場のはたらきについて

調べ，ノートやワークシート

に書いてくることを説明す

る。 

浄水場を見学

して調べよう 

P64～65 

【配時 4】 

浄水場の仕組みやそこ

で働く人の仕事を調べ，

浄水場の役割を理解す

ることができるように

する。 

○浄水場の様子や仕組みにつ

いて資料などから調べる。 

◆浄水場のはたらきによっ

て，安心して飲める水道水が

安定的に供給されているこ

と。 

①浄水場の様子や仕組みを

調べる。 

②浄水場で働く人の仕事を

調べる。 

③浄水場の役割をまとめる。 

教科書 P46～47 や副読本，パ

ンフレット等を読んで浄水場

のはたらきについて調べ，ノ

ートやワークシートに書く。 

【２時間】 

 

※各自が書いたノートやワー

クシートを持ち寄り，浄水場

のはたらきについてわかった

ことを発表し合う対話的な学

習を授業で行う。 

ダムや森林の

はたらきを調

べよう 

P66～67 

【配時 1】 

ダムと森林のはたらき

について調べ，そこに共

通するはたらきについ

て理解することができ

るようにする。 

○ダムや森林のはたらきにつ

いて，ダムを見学して働く人

から話を聞いたり，図解を見

たりして調べる。 

◆ダムは川に流す水量を調節

し，水道水を安定的に供給す

るはたらきがあること。また，

ダムと森林には保水作用とい

う共通のはたらきがあるこ

と。 

①ダムのはたらきを調べる。 

②森林のはたらきを調べる。 

③ダムと森林に共通するは

たらきについて考える。 

 

学習問題 水道の水は，どこから，どうやって送られてくるのだろう。 

また，人々は，水道の水をどのように使っているのだろう。 
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水源を守る取

り組みを調べ

よう 

P68～69 

【配時 1】 

水源の森林の保護に努

めるボランティアや県

の活動，河川の美化に努

める流域住民の取り組

みなどを調べ，水源を守

るための人々の努力に

気づくことができるよ

うにする。 

○水源や水源の森林を守る活

動に携わる人や，活動に協力

する県の担当者から話を聞い

たり，活動している場所を地

図で確認したりする。 

◆ボランティアなどの人々と

県が協力して水源を守る取り

組みを進めていること。その

取り組みは県や地域を越えて

行われていること。 

①水源の森林を守るための

活動について調べる。 

②水源と森林は，どのように

かかわりあっているのかを

考える。 

③水源を守るための，県や地

域を越えた取り組みについ

て調べる。 

 

水をむだにし

ないくふう 

P70～71 

【配時 2】 

市の水の使用量が増え

ていないわけを調べ，こ

れまでの学習をもとに

節水が必要な理由を考

えるとともに，身近な節

水の工夫を調べ，自分に

できることを考えるこ

とができるようにする。 

○水を大切に使うことが大事

なわけを考え，水をむだにし

ないための工夫を調べる。 

◆市内の工場では以前に比べ

水の使用量が減ってきている

こと。また，市民の水を大切に

使おうとする意識も高まって

きていること。 

①市で使われる水の量が，あ

まり増えていないわけを調

べる。 

②水を大切に使うわけを，こ

れまでの学習をもとに考え

る。 

③水をむだにしないための

くふうを調べ，自分にできる

ことを考える。 

 

使ったあとの

水のゆくえを

調べよう 

＜まとめる＞ 

P72～73 

【配時 1】 

使った後の水のゆくえ

を調べ，再利用された

り，施設で処理されたり

していることを捉える

とともに，水は循環して

いるということに気づ

くことができるように

する。 

○使った後の水のゆくえと，

下水処理のはたらきを調べ

る。 

◆使った後の水は，下水処理

施設を経て海に流され，蒸発

して再び雨になり，自分たち

の使う水となるといったよう

に循環していること。 

①使ったあとの水のゆくえ

を，資料から調べる。 

②下水処理施設のはたらき

を調べる。 

③「まとめる」を参考に，学

習を振り返り，水道の水を必

要なときに，いつでも使える

ようにしておくために大切

なことは何かを考えてノー

トに書く。 

 

＜深める＞ 

くらしの見直

しをよびかけ

る言葉を考え

よう 

P74～75 

【配時 2】 

学習を振り返って，ごみ

の減量や，節水を呼びか

ける言葉を考え，表現す

ることができるように

する。 

○ごみの減量や，節水を呼び

かける言葉を考えて表現し，

他の児童と批評し合う。 

◆ごみの減量や，節水を呼び

かけるために，わかりやすい

言葉で表現すること。 

①学習を振り返って，ごみの

減量や節水について，呼びか

けたい言葉を個人で考え，表

現する。 

②グループになって，考えた

言葉と考えたわけをそれぞ

れ発表し，感想を出し合う。 

③友だちの感想をもとに最

初につくった呼びかけの言

葉を加筆・修正し，表現する。 

※授業で①②の学習活動を行

い，各自が教科書や副読本，

ノート等を見ながら③の学習

活動を行うことを説明する。 

 

各自が教科書や副読本，ノー

ト等を見ながら節水を呼びか

ける言葉を考えてノートに書

く。 

【１時間】 

 

※各自が書いたものを提出さ

せ，一人一人の学習状況を確

認する。 
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せんたく くらしと電気 

※「水はどこから」か，P76～81 のどちらかを選択して学習 

 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 
学校の授業以外の場において行うこと

が考えられる教材・学習活動 

電気はどこか

ら 

P76～77 

電気と自分たちの暮

らしとの結びつきに

着目し，電気の供給に

ついて調べるための

学習問題をつくり，学

習の見通しをもつ。 

○停電が起きた場合の暮らしへ

の影響について話し合ったり，

送電の経路を資料で調べたりし

て，暮らしと電気との関わりに

ついて調べる学習問題をつく

り，学習計画を立てる。 

◆電気にはいくつかの発電方法

があり，自分たちが使う電気は

送電線により自地域以外からも

送られていること。 

①停電が起きたら，暮らし

はどうなるかを話し合う。 

②電気がどこから送られ

てくるのかを調べる。 

③暮らしと電気とのかか

わりを考え，学習問題をつ

くる。 

 

 

どのよ うに し

て，電気をつく

るの 

P78～79 

電気を安定供給する

仕組みに着目し，暮ら

しに必要な電気が不

足しないための計画

的な取り組みと，3種

類の発電の仕組みや

特徴を理解する。 

○どうすれば停電が起きないか

を話し合い，電気の需給量と各

種の発電方法について資料で調

べる。 

◆電気は不足しないよう計画的

に供給されており，主要な発電

方法である火力・原子力・水力は

それぞれ仕組みが異なり，特徴

があること。 

①停電を起こさないため

に，どのようなことが必要

かを，話し合う。 

②電気が不足なくつくら

れているかどうか，グラフ

から確かめる。 

③発電の仕組みごとに，電

気のつくり方や特徴を調

べる。 

 

くらしと電気の

これから 

P80～81 

学習問題についてわ

かったことをまとめ，

必要な電気が不足し

ないようにするため

に，どのようなことが

大切かを考える。 

○自然の力を利用する発電を進

めようとしている理由と，電気

をむだなく使う節電の方法につ

いて調べ，話し合う。 

◆電力供給のあり方として，安

定的であるとともに，安全性か

つ環境負荷低減への留意が必要

であること。電力使用量を減ら

す節電への取り組みが重要であ

ること。 

①自然の力を利用した発

電の仕組みについて調べ

る。 

②自然の力を利用してつ

くった電気を，暮らしに使

っていこうとしているわ

けを考える。 

③暮らしに必要な電気を

これからどのようにつく

り，使っていけばよいのか

を考え，まとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習問題 くらしをささえる電気は，どこで，どのようにしてつくられ，送られてくるのだろう。 
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大単元 自然災害にそなえるまちづくり 

配当時間 10 時間 

（学校の授業以外の場に

おいて行うことが考えら

れる教材・学習活動 1 時間） 

※補助教材 

P2～19 

※本単元は，令和 2（2020）年の春に配布された補助教材を併用して学習します。この補助教材は，令和元年度

に採択決定された発行者のものを使用することになっておりますので，当該単元の学習指導計画については各

発行者作成のものを参照してください。 

目  標 

●自然災害から地域の安全を守るための諸活動について，人々

の生活との関連を踏まえて理解するとともに，調査活動，地

図帳や各種の具体的資料を通して，必要な情報を調べまとめ

る技能を身に付けるようにする。 

●自然災害から地域の安全を守るための諸活動の特色や関連

機関や人々の協力を捉えて，そうした取り組みの意味を考え，

地域に見られる課題を把握して，その解決に向けて社会への

関わり方を選択・判断する力，考えたことや選択・判断した

ことを表現する力を養う。 

●自然災害から地域の安全を守るための諸活動について，主体

的に学習の問題を解決しようとする態度や，よりよい社会を

考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養う

とともに，思考や理解を通して，地域社会に対する誇りと愛

情，地域社会の一員としての自覚を養う。

 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・地域の関係機関や人々は，自然災

害に対し，様々な協力をして対処

してきたことを理解している。 

・地域の関係機関や人々は，今後想

定される災害に対し，様々な備え

をしていることを理解している。 

・過去に発生した地域の自然災害，関係機

関の協力などに着目して，災害から人々

を守る活動を捉え，その働きを考え，表

現する。 

・地域で起こり得る災害を想定し，日頃から

必要な備えをするなど，自分たちにできる

ことなどを考えたり選択・判断したりして

表現している。 

・自然災害から人々を守る活動につい

て，予想や学習計画を立てたり，見直

したりして，主体的に学習問題を追究

し，解決しようとしている。 

・学習したことをもとに地域で起こり得

る災害を想定し，日頃から必要な備えを

するなど，自分たちにできることなどを

考えようとしている。 

 

大単元の構成 

 

オリエンテーション ① 
 

水害にそなえるまちづくり   

 いずれか一つを選択 

地震にそなえるまちづくり ⑨ 
  

火山の噴火にそなえて   

  
 

大きな地震が起こったら ① 
 

雪の災害にそなえて  

 

市役所へ行って調べよう ② 

  

○の中の数字は，配当時数 

大切な情報 ① 

  

住民の命やくらしを守るために ① 

  

地震防災センターで調べよう ① 

  

地域にくらす人々のそなえを調べよう ① 

  

身の安全をたしかなものにしよう ① 

  

まとめる 地震や津波にそなえて ① 



13 

 

大単元名：自然災害にそなえるまちづくり 【配当 1 時間】 

 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 
学校の授業以外の場にお

いて行うことが考えられる教

材・学習活動 

オリエンテーシ

ョン 

P2～3 

【配時 1】 

各地で起こる様々な

自然災害に目を向け，

その中から自分たち

の地域で特に起こり

やすい自然災害を調

べる対象として選ぶ。 

○自然災害の写真を見て感じた

ことや，自然災害について知って

いることなどを発表し，自分たち

の地域ではどのような自然災害

が起こるのかについて話し合う。 

◆自然災害には様々な種類があ

り，自分たちの地域でも起こりや

すい自然災害や発生が予想され

る自然災害があること。 

①自然災害が起こっているときの

写真を読み取る。 

②自然災害について，知っているこ

とや見聞きしたことを発表する。 

③発表をもとに，自分たちの地域で

は，どのような自然災害が起こるの

かを話し合い，災害への備えに関心

をもつ。 

 

 

単元名：地震にそなえるまちづくり 【配当 9 時間】 

※「地震にそなえるまちづくり」か，P20～31，32～33，34～35 のいずれかを選択して学習 

 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 
学校の授業以外の場におい

て行うことが考えられる教材・

学習活動 

大きな地震が

起こったら 

P4～5 

【配時 1】 

自分たちの地域の

地震や津波対策の

施設や設備に着目

し，地震や津波に

備える地域の取り

組みについて調べ

るための学習問題

をつくり，学習の

見通しをもつ。 

 

○地震災害や津波災害と，それらへの備え

について知りたいことを話し合い，調べた

いことを明らかにして学習問題をつくり，

学習計画を立てる。 

◆自分たちの身の回りには地震や津波に

備える取り組みがあること。自分たちの地

域の地震や津波災害に対する備えについ

て調べるための学習問題をつくり，学習計

画を立てること。 

 

①地震が起こった場合に，気

がかりになることを話し合

う。 

②地震への備えについて知

りたいことを整理して，学習

問題をつくる。 

③学習問題について予想し，

学習計画を立てる。 

 

 

市役所へ行っ

て調べよう 

P6～7 

【配時 2】 

地震に備える市の

取り組みに着目

し，市や県などの

関係機関の協力の

仕組みについて理

解する。 

○市役所へ行き，係の人から地震災害に備

える市や県，その他の関係機関の働きにつ

いて話を聞く。そして，調べたことを，ノ

ートや図にまとめる。 

◆市や県は消防や警察などの関係機関と

協力して地震災害に備えていること。 

①市役所へ行って地震や津

波に備える取り組みを調べ

る。 

②地震や津波が起こったと

きの関係機関の役割につい

て調べる。 

③地震や津波に備える市の

取り組みについてわかった

ことをノートに書く。 

※授業で①～②の学習

活動を行い，わかったこ

とを各自がノートにま

とめることを説明する。 

 

地震や津波に備える市の

取り組みについてわかっ

たことをノートに書く。 

【１時間】 

 

※各自が書いたものを

提出させ，一人一人の学

習状況を確認する。 

学習問題 わたしたちの地域では，地震や津波にそなえてどのような取り組みをしているのだろう。 
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大切な情報 

P8～9 

【配時 1】 

地震や津波に備え

る市の取り組みに

着目し，住民の安

全を守るために

は，地震や津波に

関する情報の収集

や提供が大切であ

ることを理解す

る。 

○地震災害時に市は住民に向けてどのよ

うに情報を収集し，どうやって発信してい

るか，また，災害への備えとしてどのよう

な情報をどうやって提供しているかにつ

いて，市役所の係の人に話を聞き，調べる。 

◆災害発生時に市は県や国，関係機関と協

力して正確な情報を迅速に収集すること。

また，災害に備えるために普段から様々な

情報を住民に提供していること。 

①市は，地震や津波の情報を

どのようにして集めている

のかを調べる。 

②市は，地震や津波の情報を

どのようにして住民に伝え

ているのかを調べる。 

③市が，広報パンフレット

や，ハザードマップで伝えて

いる情報を調べる。 

 

住民の命やく

らしを守るため

に 

P10～11 

【配時 1】 

地震や津波に備え

る市の取り組みに

着目し，住民の安

全を守るために必

要な施設や設備

と，それらの役割

について理解す

る。 

○地域にある避難地や避難施設，防災設備

と，それらの設置されている場所について

市役所の係の人に話を聞き，調べる。 

◆避難地に指定されている公園などには，

避難者の生活を支えるための設備が市に

よって置かれていること。また，避難施設

は予想される災害の大きさに備えて，市が

計画的に配置していること。 

①大きな地震が起こったと

きに，避難する場所はどこか

話し合う。 

②地震や津波から住民の命

やくらしを守る施設や設備

を調べる。 

③避難施設の位置を地図で

調べる。 

 

地震防災セン

ターで調べよう 

P12～13 

【配時 1】 

自分たちの地域で

過去に起きた大地

震に着目し，地震

がくり返し起こっ

てきたことを理解

する。 

○地震防災センターの中を見学しながら，

県内で過去に起こった地震災害について，

係の人から話を聞いたり，年表や展示資料

などを見たりして調べる。 

◆県内ではこれまでも大きな地震がくり

返し起こってきたこと。 

①地震防災センターで調べ

る計画を立てる。 

②過去に地域で起こった地

震や津波について調べる。 

③年表を見て，地域で起こる

災害の特徴について考える。 

 

地域にくらす

人々のそなえ

を調べよう 

P14～15 

【配時 1】 

地域の人々による

地震災害への備え

に着目し，自分た

ちができることに

日頃から取り組む

ことの大切さを理

解する。 

○地域の自治会の人や住民の自主防災の

取り組みについて話を聞いたり，自主防災

倉庫の中を見せてもらったりして調べる。 

◆地域の人々は，日頃から地震災害に備え

るために，自分たちにできる取り組みをし

ていること。 

①地域の自治会が取り組む

地震への備えを調べる。 

②自治会の人々の，地震に備

えるためのくふうを調べる。 

③地域の住民の，地震に備え

る取り組みを調べる。 

 

身の安全をた

しかなものにし

よう 

P16～17 

【配時 1】 

地震に備える人々

の様々な取り組み

に着目し，より確

実に身を守るため

に大切なことを捉

える。 

○様々な状況下での災害発生を想定した

避難訓練や，災害時に主体的に判断して身

を守ったという事例などを調べ，災害時に

確実に身を守るために大切なことについ

て考える。 

◆様々な状況下での避難訓練が行われて

いること。実際の災害下でも，身を守るた

めには，主体的に判断し避難することが大

切だということ。 

①実際に大きな地震が起こ

ったとき，自分の身を守るに

はどうしたらいいかを話し

合う。 

②災害時に，身の安全をたし

かなものにするための取り

組みを調べる。 

③身の安全をより確かなも

のにするために，大切なこと

は何かを考える。 

 

＜まとめる＞ 

地震や津波に

そなえて 

P18～19 

【配時 1】 

自分たちの地域の

地震災害に備える

ための取り組みを

ふり返り，学習問

題について自分の

考えをまとめる。 

○大きな地震の発生に備えて誰がどのよ

うな取り組みをしているか，また，実際に

地震や津波が発生すると，誰がどのように

して人々の命を守るのかについて，調べて

きたことをまとめる。 

◆自分たちの地域では，様々な関係機関や

地域の人々が協力して地震や津波災害に

備えていること。地域の一員として，地震

や津波災害に備えて自分にできる取り組

みがあること。 

①学習問題を確かめ，調べて

きたことをふり返る。 

②誰がどのような取り組み

をしたか，調べたことを表に

整理する。 

③調べてきた取り組みの中

から，自分が特に大切だと思

うものを選び，理由とともに

発表する。 
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せんたく 単元名：水害にそなえるまちづくり 【配当 9 時間】 

※「地震にそなえるまちづくり」か，P20～31，32～33，34～35 のいずれかを選択して学習 

 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 
学校の授業以外の場におい

て行うことが考えられる教材・

学習活動 

水につかっ

たまち 

P20～21 

【配時 1】 

過去に地域で起こっ

た水害に着目し，地

域では水害にどのよ

うに備えているかに

ついて調べたいこと

を明らかにして，学

習問題をつくり，学

習の見通しをもつ。 

 

○過去に地域で起こった水害の写真を

見て，水害から人々を守る仕組みにつ

いて調べたいことを明らかにして学習

問題をつくり，学習計画を立てる。 

◆地域では過去に水害が発生したこ

と。自分たちの地域の水害に対する

備えについて調べるための学習問題

をつくり，学習計画を立てること。 

 

①過去に起こった水害の写真を

見て，感じたことを話し合う。 

②疑問に思ったことや，知りたく

なったことを話し合う。 

③話し合ったことをもとに学習

問題をつくり，学習計画を立て

る。 

※各自が補助教材や副

読本等を読んで次時

（①）の学習活動を行う

ことを説明する。 

 

 

 

 

水防学習館

で調べよう 

P22～23 

【配時 2】 

過去に地域で起こっ

た水害に関する地図

や年表に着目し，自

分たちの地域では水

害がくり返し起こって

きたことを理解する。 

○写真や年表を使って，地域で起こっ

た過去の水害やその発生原因につい

て調べる。 

◆地域では，これまでに何度も水害

が起こっており，水害が起こりやす

い地理的条件があること。 

①過去に地域で起こった水害につ

いて調べる。 

②年表や地図を見て，地域で起こ

る災害の特徴を考える。 

③私たちの地域で，水害が起こり

やすいわけを調べる。 

補助教材や副読本等を読

み，過去に地域で起こっ

た水害について調べ，ノ

ートに書く。 

【１時間】 

 

※※各自が書いたノー

トを持ち寄り，②～③の

対話的な学習を授業で

行う。 

市役所へ行

って調べよう 

P24～25 

【配時 2】 

水害に備える市の

取り組みに着目し，

市や県などの関係

機関の協力の仕組

みについて理解す

る。 

○市役所へ行き，係の人から水害に備

える市や県，その他の関係機関のはた

らきについて話を聞き，調べたことをノ

ートや図にまとめる。 

◆市や県は消防や警察などの関係機

関と協力して水害に備えていること。 

①市役所へ行って，水害に備える

市の取り組みを調べる。 

②水害が起こったときの関係機関

の役割について調べる。 

③水害に備える市の取り組みについ

て，わかったことをノートに書く。 

 

ひがいがくり

返されない

ために 

P26～27 

【配時 2】 

水害に備える市や

県，国の取り組みに

着目し，住民の安全

を守るための施設

や設備と，それらの

役割について理解

する。 

○市役所の係の人から，市や県，国が

水害対策のために設置した施設や設

備について話を聞いたり，資料で調

べたりする。 

◆市，県，国は，水害に備える施設や

設備を設置してきたこと。日頃から

住民に向けた水害に備えるための意

識啓発を行っていること。 

①市や県，国は，水害に備えて，

どのような取り組みをしている

のか，考える。 

②市や県，国の水害に備える取り

組みを調べる。 

③過去の水害が，今の備えにどの

ように生かされているかを考え

る。 

 

地域の住民

の取り組み 

P28～29 

【配時 1】 

地域の人々による

水害への備えに着

目し，自分たちにで

きることに日頃か

ら取り組むことの

大切さを理解する。 

○地域の消防団の人や住民から，水害

に備える活動について話を聞く。 

◆地域では水防団活動や避難訓練が

行われ，避難時に住民同士が助け合

うための取り組みがあること。 

①地域で水防活動をしている人

から話を聞く。 

②地域で行われる避難訓練につ

いて調べる。 

③地域の住民の水害に対する

様々な備えを調べる。 

 

学習問題 わたしたちの地域では，水害にそなえてどのような取り組みをしているのだろう。 
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＜まとめる

＞ 

水害にそな

えて 

P30～31 

【配時 1】 

自分たちの地域の

水害に備えるため

の取り組みをふり

返り，学習問題につ

いて自分の考えを

まとめる。 

○水害の発生に備えて誰がどのような

取り組みをしているか，また，実際に地

震が発生すると，誰がどのようにして

人々の命を守るのかについて，調べて

きたことをまとめる。 

◆自分たちの地域では，様々な関係

機関や地域の人々が協力して水害に

備えていること。地域の一員として，

水害に備えて自分たちにできる取り

組みがあること。 

①学習問題を確かめ，調べてきた

ことをふり返る。 

②誰がどのような取り組みをし

たか，調べたことを表に整理す

る。 

③調べてきた取り組みの中から，

自分が大切だと思うものを選び，

理由とともに発表する。 

 

 

 

＜せんたく＞ 

火山の噴火

にそなえて 

P32～33 

過去に地域で起こ

った火山災害に着

目し，地域では火山

災害にどのように

備えているかにつ

いて学習問題をつ

くり，学習の見通し

をもつ。そして，自

分たちの地域の火

山災害に備えるた

めの取り組みを調

べ，自分の考えをま

とめる。 

○火山災害に備えて誰がどのよ

うな取り組みをしているか，誰が

どのようにして災害から人々の

命を守るのかについて調べる学

習問題をつくり，学習計画を立て

て追究し，調べてきたことについ

て，自分の考えをまとめる。 

◆自分たちの地域では，様々な関

係機関や地域の人々が協力して

火山災害に備えていること。地域

の一員として，火山災害に備えて

自分にできる取り組みがあるこ

と。 

①過去に地域で起こった火山

の噴火と，その被害について調

べ，災害の特徴を年表から読み

取る。 

②地域では，噴火に備えて，ど

のような取り組みをしている

かを調べる。 

③有珠山のまわりの市や町が，

噴火に備えて，さまざまな協力

をしている理由を考える。 

 

＜せんたく＞ 

雪の災害に

そなえて 

P34～35 

過去に地域で起こ

った雪の災害に着

目し，地域では雪の

災害にどのように

備えているかにつ

いて学習問題をつ

くり，学習の見通し

をもつ。そして，自

分たちの地域の雪

の災害に備えるた

めの取り組みを調

べ，自分の考えをま

とめる。 

○雪の災害に備えて誰がどのよ

うな取り組みをしているか，誰が

どのようにして災害から人々の

命を守るのかについて調べる学

習問題をつくり，学習計画を立て

て追究し，調べてきたことについ

て，自分の考えをまとめる。 

◆自分たちの地域では，様々な関

係機関や地域の人々が協力して

雪の災害に備えていること。地域

の一員として，雪の災害に備えて

自分にできる取り組みがあるこ

と。 

①過去に地域で起こった雪の

災害について調べ，災害の特徴

を年表から読み取る。 

②地域では，雪の災害に備え

て，どのような取り組みをして

いるかを調べる。 

③雪の災害に備える市や住民

の工夫について調べる。 
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目  標 

●地域の伝統と文化について，人々の生活との関連を踏まえて

理解するとともに，調査活動や各種の具体的資料を通して，

必要な情報を調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

●地域の伝統と文化の特色や相互の関連，意味を考える力，社

会に見られる課題を把握して，その解決に向けて社会への関

わり方を選択・判断する力，考えたことや選択・判断したこ

とを表現する力を養う。 

●地域の伝統と文化について，主体的に学習の問題を解決しよ

うとする態度や，よりよい社会を考え学習したことを社会生

活に生かそうとする態度を養うとともに，思考や理解を通し

て，地域社会に対する誇りと愛情，地域社会の一員としての

自覚を養う。

 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・県内の文化財や年中行事は，地域の

人々が受け継いできたことや，それ

らには地域の発展など人々の様々

な願いが込められていることを理

解している。 

・県内の伝統や文化について，博物館

などを見学・調査したり地図などの

資料で調べたりして，年表などにま

とめている。 

・文化財や年中行事の歴史的背景や現在

に至る経過，保存や継承のための取組

などに着目して，県内の文化財や年中

行事の様子を捉え，人々の願いや努力

を考え，表現している。 

・地域の伝統や文化を保護したり継承し

たりするために自分たちが協力できる

ことを考えたり選択・判断したりした

ことを表現している 

・県内の伝統や文化について，予想や学

習計画を立てたり，見直したりして，

主体的に学習問題を追究し，解決しよ

うとしている。 

・学習したことをもとに，地域の伝統や

文化の保存や継承に関わって，自分た

ちにできることなどを考えたり選択・

判断したりしようとしている。 

 

大単元の構成 
 

地域で受けつがれてきたもの ⑩ 

  

オリエンテーション ①  

  

県内の年中行事について資料館で調べよう ②  

  

年中行事に参加する人に話をきこう ①  

  

わたしたちの県の年中行事の発展 ①  

  

さがそう，昔から受けつがれてきたもの ①  

  

県内の文化財について調べよう ②  

 

わたしたちの県の文化財を守るために ①  

  

まとめる 未来へ，受けつがれていくために ① 

○の中の数字は，配当時数 

大単元 地域で受けつがれてきたもの 

配当時間 10 時間 

（学校の授業以外の場におい

て行うことが考えられる教

材・学習活動１時間） 

※地域副読本等を 

ご活用ください。 

※本単元は，地域副読本等をご活用いただき，「県内を代表するような歴史を伝える建造物や遺跡，民俗芸能な

どの文化財，地域の人々が楽しみにしている祭りなどの年中行事など」を取り上げてご指導ください。 
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単元名：地域で受けつがれてきたもの 【配当 10 時間】 

 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 
学校の授業以外の場において

行うことが考えられる教材・学習

活動 

オリエンテー

ション 

【配時 1】 

自分たちの県には，

大勢の人が参加し

たり，見物したりし

ている年中行事が

あることを捉える。 

○地域の年中行事の写真などを

見て，知っていることや感じたこ

とを話し合う。 

◆自分たちの県には，他地域から

は多くの見物客が来る祭りがあ

ること。 

①自分たちの県内で行われる年中

行事を発表する。 

②その年中行事について，知ってい

ることを発表する。 

③その年中行事の写真を見て，気に

なったことや知りたくなったこと

を話し合う。 

 

県内の年中

行事について

資料館で調

べよう 

【配時 2】 

年中行事の由来や

歴史に着目して，そ

の年中行事が長い

間，人々に受け継が

れてきたことにつ

いて調べるための

学習問題をつくり，

学習の見通しをも

つ。 

 

○資料館の展示物や資料，年表を

見て，県内の年中行事について気

になったことや疑問に思ったこ

とをもとに，学習問題をつくり，

学習計画を立てる。 

◆県内の年中行事は，長い間私た

ちの地域で受け継がれてきたこ

と。 

 

 

 

①資料館へ行って，県内の年中行事

のことを調べる。 

②調べたことをもとに，気になった

ことや疑問に思ったことを話し合

う。 

③話し合ったことをもとに学習問

題をつくり，予想を分類・整理し，

学習計画を立てる。 

 

 

年中行事に

参加する人に

話をきこう 

【配時 1】 

年中行事のよさに

着目して，行事に参

加する人から話を

聞いたり，実際に自

分も行事の一部を

体験したりする。 

○年中行事の参加者から行事の

よさを聞いたり，実際に自分も行

事の一部を体験したりして，行事

にはどのようなよさがあるのか

を話し合う。 

◆年中行事に参加する人は，特別

な思いをもって行事へ参加して

いること。 

①自分たちの県内の年中行事へ参

加する人に，行事のよさを聞く。 

②自分も年中行事の一部を体験し

てみる。 

③年中行事のよさについて，分かっ

たことをノートに書く。 

 

＜まとめる＞ 

わたしたちの

県の年中行

事の発展 

【配時 1】 

年中行事が発展し

てきた背景に着目

し，その発展には，

行事に参加する人

の努力以外にも見

物客や運営に携わ

る人々の支えがあ

ることを理解する。 

○年中行事が発展した経緯や，行

事を支えるために努力してきた

ことについて，行事の主催者など

から話を聞くなどして調べる。 

◆県内の年中行事は見物客が増

えたり，広く知られるようになっ

たりしたこと。その発展には，行

事の参加者，見物客，会場の設営

者などの協力があったこと。 

①自分たちの県内の年中行事を見

に来る人が増えたわけを調べる。 

②県内の年中行事は，人々のどのよ

うな取り組みによって発展してき

たかを考える。 

③学習をふり返り，学習問題につい

て考えたことをノートに書く。 

 

さがそう，昔

から受けつが

れてきたもの 

【配時 1】 年中行事以外に，県

内にある文化財に

着目し，それを調べ

るための学習問題

をつくり，学習の見

通しをもつ。 

○県内の知っている文化財や年

中行事を発表したりパンフレッ

トなどで調べたりして，それらの

場所を地図で確かめる。そして，

県の文化財や年中行事について

さらに調べるための学習問題を

つくり，学習計画を立てる。 

◆県内各地には様々な文化財や

年中行事があること。 

 

①県内で昔から受け継がれてきた

ものを観光パンフレットなどで調

べ，発表する。 

②発表したものが，県内のどこにあ

るのか，地図で確かめる。 

③県内の文化財について調べる学

習問題をつくり，学習計画を立て

る。 

※各自が副読本やパンフレ

ット等を読み，県内にある

文化財やその地理的分布に

ついて調べ，白地図にまと

めることを説明する。 

学習問題 わたしたちの県の年中行事は，どのようにして長く続いてきたのだろう。 

学習問題 県内にある文化財は，どのようにして，受けつがれてきたのだろう。 
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県内の文化

財について調

べよう 

【配時 2】 

県内にある文化財

の歴史に着目し，長

い間，県の伝統芸能

として，人々に継承

されてきたことを

理解する。 

○調べる文化財がどのようなも

のかについて，資料館の人や人形

つかいの人から話を聞いたり，年

表や資料を使って調べたりする。 

◆その文化財を守り伝えたいと

願う人々によって，現在も継承へ

の努力が続けられていること。 

①資料館へ行き，文化財について調

べる。 

②その文化財が，どのようなもので

あるかについて調べる。 

③その文化財を守り伝える人の思

いや願いを調べる。 

副読本やパンフレット等を

読み，県内にある文化財や

その地理的分布について調

べ，ノートや白地図にまと

める。 

【１時間】 

 

※白地図を持ち寄り，わか

ったことを発表し合い，そ

の文化財を守り伝える人の

思いや願いを調べる学習活

動を授業で行う。 

わたしたちの

県の文化財

を守るために 

【配時 1】 

文化財の保存と継

承に着目し，保存と

継承に関わる課題

や守り伝えるため

の工夫を捉える。 

○文化財の保存や継承に携わる

人から話を聞いたり，保存・継承

していくための工夫や努力につ

いて調べたりする。 

◆その文化財を守っていくため，

人々に広め伝える取り組みや工

夫が進めていること。 

①文化財が保存されるようになる

までにどのようなできごとがあっ

たかを調べる。 

②文化財の保存と継承に関わる苦

労や課題について，保存に携わる人

から話を聞く。 

③文化財を守り伝えるための工夫

を調べる。 

 

＜まとめる＞ 

未来へ，受け

つがれていく

ために 

【配時 1】 

調べてきたことを

ふり返って学習問

題について自分の

考えをまとめ，県内

の文化財や年中行

事を保存・継承して

いくために自分に

できることを考え，

表現する。 

○調べてきた文化財や年中行事

についてふり返り，それぞれの歴

史や保存・継承のための取り組み

といった項目に分けて表に整理

する。整理した表を見て，調べた

文化財や年中行事に関する共通

点，相違点を見出す。 

◆文化財や年中行事を保存・継承

していくために自分たちができ

る取り組みがあること。 

①県内の文化財を保存・継承してい

くための取り組みについてふり返

る。 

②調べてきた年中行事と文化財を

表に整理して，共通点・ちがう点に

ついて話し合う。 

③学習したことをふり返り，文化財

や年中行事を保存・継承していくた

めに大切だと思うことを考え，ノー

トに書く。 
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大単元 6 昔から今へと続くまちづくり 

配当時間 16 時間 

（学校の授業以外の場にお

いて行うことが考えられる

教材・学習活動１時間） 

教科書 3・4 下 

P84～101 

 

目  標 

●地域の発展に尽くした先人の働きなどについて，人々の生活

との関連を踏まえて理解するとともに，調査活動，地図帳や

各種の具体的資料を通して，必要な情報を調べまとめる技能

を身に付けるようにする。 

●地域の発展に尽くした先人の働きと地域の発展や人々の生

活の向上を関連付けて，先人が当時の地域や人々の生活の向

上に貢献したことを考え，表現する力を養う。 

●地域の発展に尽くした先人の働きなどについて，主体的に学

習の問題を解決しようとする態度や，よりよい社会を考え学

習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うととも

に，思考や理解を通して，地域社会に対する誇りと愛情，地

域社会の一員としての自覚を養う。

 

 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・地域の発展に尽くした先人は，様々な苦

心や努力により当時の生活の向上に貢献

したことを理解している。 

・先人の働きについて，博物館や資料館な

どを見学したり，昔と現在の市の地図や

写真などの資料で調べたりして，年表な

どにまとめている。 

・当時の世の中の課題や人々の願いなど

に着目して，見学・調査したり地図など

の資料で調べたりして，年表などにまと

め，地域の発展に尽くした先人の具体的

事例を捉え，先人の働きを考え，表現し

ている。 

・先人の働きについて，予想や学

習計画を立てたり，見直したり

して，主体的に学習問題を追究

し，解決しようとしている。 

 

大単元の構成 

 

オリエンテーション ① 

  

 1 吉田新田はどこにあった ⑤  

    

 地図を使って調べよう ①  

    

 吉田新田を歩いてみよう ④  

    

 2 吉田新田はどうやってできた ⑧  

    

 歴史博物館をたずねて ④  

    

 うめ立てる前の人々のくらし ①  

    

 どのようにしてうめ立てたの？ ①  

    

 二度のていぼうづくり ①  

    

 新田ができた！／まとめる ①  

    

 深める 地域のこれからを考えよう ②  
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○の中の数字は，配当時数。 

 

目  標 

 

●地域の発展に尽くした先人の働きについて，その成果物であ

る土地を実際に踏査する調査活動を通して，必要な情報を収

集する技能を身に付けるようにする。 

●地域の発展に尽くした先人の働きについて，その目的や意味

を追究するための問いをもち，それを表現する力を養う。 

●地域の発展に尽くした先人の働きなどについて，主体的に学

習の問題を解決しようとする態度を養う。

 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・先人の働きによって現出した土地を実際

に調査したり，昔と現在の地図や写真な

どの資料で調べたりして，先人の働きに

関する情報を収集している。 

・当時の世の中の課題や人々の願いなど

に着目して，見学・調査したり地図など

の資料で調べたりして，地域の発展に尽

くした先人の働きについて調べるため

の問いをもち，表現している。 

・先人の働きについて，予想や学

習計画を立てたり，見直したり

して，主体的に学習問題を追究

し，解決しようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小単元 1 吉田新田はどこにあった 

配当時間 5 時間 

（学校の授業以外の場にお

いて行うことが考えられる

教材・学習活動なし） 

教科書 3・4 下 

P86～89 
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大単元名：6 昔から今へと続くまちづくり 【配当 1 時間】 

※「昔から今へと続くまちづくり」と P102～103，P104～105 のいずれかの内容を選択して学習 

 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 
学校の授業以外の場において行

うことが考えられる教材・学習活動 

オリエンテー

ション 

P84～85 

【配時 1】 

昔から伝わる祭礼な

どの伝統行事や地域

の今と昔の写真など

をもとに，昔の土地の

様子や人々の暮らし

に関心をもち，調べる

意欲をもてるように

する。 

○地域の伝統行事や史跡などについ

て，実際に見聞きして調べたことをも

とに話し合い，その歴史や由来につい

て関心をもち，写真や絵地図などの読

み取りを通して地域の昔の様子を捉

え，調べようとする意欲をもつ。 

◆地域には，昔，田が広がっていたこ

と。もとは海だった場所を埋め立てて

新田開発が行われた土地であること。 

①古くから地域で続い

ている祭りの趣旨や由

来を調べる。 

②地域の昔の写真を読

み取り，土地の昔の様子

を捉える。 

③地域の土地の成り立

ちに関心をもつ。 

 

 

小単元名：1 吉田新田はどこにあった 【配当 5 時間】 

 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 
学校の授業以外の場において行

うことが考えられる教材・学習活動 

地図を使って 

調べよう 

P86～87 

【配時 1】 

現在の地図や，埋め立

て前と埋め立て後の

絵地図，現在の航空写

真を比べるなどして，

新田の開かれた土地

が現在のどこにあた

るのかを推測できる

ようにする。 

○埋め立て前と埋め立て後の絵

地図と現在の地図や航空写真を

見比べて，吉田新田のあった場

所を捉えるとともに，疑問に思

ったことを整理して，学習問題

をつくる。 

◆吉田新田は入り海を埋め立て

てつくられた，広大なつりがね

形の土地であったこと。 

①吉田新田のあった場所を，地

図から予想する。 

②昔の絵地図や写真を見て，吉

田新田の埋め立て前と埋め立

て後，今の様子を比べる。 

③気づいたことや疑問に思っ

たことをノートや付箋紙に書

く。 

 

吉田新田を 

歩いてみよう 

P88～89 

【配時 4】 

吉田新田だった場所

を実際に歩き，土地の

広さや地形の様子を

実感的に捉えるとと

もに，具体的な問いを

もつことができるよ

うにする。 

○吉田新田があった場所を実際

に歩き，関連する史跡を調べた

り，地域の人から聞き取って調

べたりするとともに，気づいた

ことや疑問に思ったことを付箋

紙に書いていく。 

◆吉田新田は，約 350 年前に吉

田勘兵衛という人が米のとれる

土地にしようとして，入り海を

埋め立ててできた土地であるこ

と。 

①吉田新田があった場所を，実

際に歩く。 

②わかったことを，疑問を書い

た付箋紙の裏に書く。 

③解決しない疑問や新たな疑

問をもとに，学習計画を立て

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習問題 なんのために海をうめ立てて，吉田新田をつくったのだろう。 
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目  標 

 

●地域の発展に尽くした先人の働きについて，人々の生活との

関連を踏まえて理解するとともに，調査活動，地図帳や各種

の具体的資料を通して，必要な情報を調べまとめる技能を身

に付けるようにする。 

●地域の発展に尽くした先人の働きと地域の発展や人々の生

活の向上を関連付けて，先人が当時の地域や人々の生活の向

上に貢献したことを考え，表現する力を養う。 

●地域の発展に尽くした先人の働きなどについて，主体的に学

習の問題を解決しようとする態度を養うとともに，思考や理

解を通して，地域社会に対する誇りと愛情，地域社会の一員

としての自覚を養う。

 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・地域の発展に尽くした先人は，様々な苦

心や努力により当時の生活の向上に貢献

したことを理解している。 

・先人の働きについて，博物館や資料館な

どを見学したり，昔と現在の地図や写真

などの資料で調べたりして，年表やノー

トなどにまとめている。 

・当時の世の中の課題や人々の願いなど

に着目して，見学・調査したり地図など

の資料で調べたりして，年表などにまと

め，地域の発展に尽くした先人の具体的

事例を捉え，先人の働きを考え，表現し

ている。 

・先人の働きについて，予想や学

習計画を立てたり，見直したり

して，主体的に学習問題を追究

し，解決しようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小単元 2 吉田新田はどうやってできた 

配当時間 8 時間 

（学校の授業以外の場にお

いて行うことが考えられる

教材・学習活動１時間） 

教科書 3・4 下 

P90～99 
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小単元名：2 吉田新田はどうやってできた 【配当 8 時間】 

 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 
学校の授業以外の場におい

て行うことが考えられる教

材・学習活動 

歴史博物館を 

たずねて 

P90～91 

【配時 4】 

吉田新田について調べた

い内容を整理して，学習問

題をつくることができる

ようにする。 

○吉田新田に関して調べたい内容や

調べる順番を整理し，博物館などを活

用して調べ，わかったことや疑問に思

ったことをもとに，学習問題をつく

る。 

◆吉田勘兵衛が遠浅の入り海を発見

し，そこを埋め立てて，米のとれる土

地にしようと考えたこと。 

①博物館で調べる内容と

順番を話し合う。 

②博物館で調べる方法を

確かめる。 

③調べてわかったことや

疑問に思ったことをもと

に学習問題をつくる。 
 

うめ立てる前

の人々のくら

し 

P92～93 

【配時 1】 

絵地図などから埋め立て

る前の入り海の様子を調

べたり，周辺に住む人々の

暮らしを想像したりして，

勘兵衛が田を開こうと考

えた理由について捉える

ことができるようにする。 

○埋め立てる前の吉田新田の絵地図

や学芸員の話をもとに，新田ができる

前の入り海の様子を調べたり，周辺の

人々の暮らしを想像したりして，当時

の人々の願いを考える。 

◆入り海の周辺では，漁を中心とした暮

らしが営まれていたが，当時は米に特別

な価値があったことから，新田開発によっ

て米の生産量を増やし，より豊かな土地

にしたいという人々の願いがあったこと。 

①埋め立てる前の入り海

の周りの様子を絵地図か

ら読み取る。 

②入り海の周りに住んで

いた人々の暮らしの様子

を調べる。 

③入り海の周りに住んで

いた人々の願いを考え

る。 

 

どのようにし

てうめ立てた

の？ 

P94～95 

【配時 1】 

埋め立て工事の進め方や

工事に使われたと考えられ

る道具について調べたり，

実際に道具を使う体験を通

して，当時の工事の大変さ

を実感的に捉えたりすること

ができるようにする。 

○勘兵衛がどのようにして海を埋め立て

ていったのかについて調べ，工事に使

われたとされる道具を自分たちも実際に

使って，土や石を運ぶ体験をする。 

◆埋め立て工事は堤防をつなげる方

法で進められ，道具を使って人の力で

行われたこと。 

①工事の進め方や使われ

た道具を調べる。 

②工事で使われた道具

で，土をほったり運んだ

りする体験をする。 

③体験をもとに，工事の

様子を想像する。 

 

二度のていぼ

うづくり 

P96～97 

【配時 1】 

大雨で壊れた堤防を見た

時の，勘兵衛や村の人々の

気持ちを想像するととも

に，二度目の工事を失敗し

ないために勘兵衛が行っ

た工夫について捉えるこ

とができるようにする。 

○勘兵衛の堤防づくりの様子を調べ，

二度目の工事で失敗しないために行

った工夫について考える。 

◆大雨で堤防が損壊し，二度目の工事

では堰のつくり方を工夫したり，協力

者を頼んだりしたこと。 

①勘兵衛の堤防づくりを，

詳しく調べる。 

②壊れた堤防を見た時

の，勘兵衛や周りの人々

の気持ちを想像してみる。 

③二度目の工事で，勘兵

衛が工夫したことを調べ

る。 

 

新 田 が で き

た！ 

＜まとめる＞ 

P98～99 

【配時 1】 

米の収穫量の変化などの

資料をもとに，吉田新田の

開発によって村の人々の

生活が向上したことを捉

えることができるように

する。 

○米の収穫量の変化の資料などから，

人々の生活が向上したことを読み取

る。 

◆吉田新田の工事には多くの時間や

資金が費やされたこと。新田が完成す

ると米の収穫量が増加したこと。 

①堰がつくられた後の工

事の工夫を調べる。 

②新田が完成するまでの

工事の様子を調べる。 

③「まとめる」を参考に，

勘兵衛たちの工夫や努力

を振り返り，人々の暮ら

しがどのように変わった

のかを考えてノートに書

く。 

 

学習問題 入り海をどのようにうめ立てて，吉田新田をつくったのだろう。 
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＜深める＞ 

地域のこれか

らを考えよう 

P100～101 

【配時 2】 

勘兵衛への手紙を書く活

動を通して，いつの時代に

もよりよい生活を求める

人々の願いによって，地域

の開発が進められてきた

ということを捉えること

ができるようにする。 

○学習したことや考えたことを手が

かりに，新田完成後の横浜の発展を調

べ，勘兵衛に手紙で報告するという形

でまとめる。 

◆吉田新田の完成後も埋め立て工事

が続けられたこと。いつの時代も開発

を行う人々の願いは同じであること。 

①吉田新田が完成した後

の横浜の変化の様子を調

べる。 

②「勘兵衛さんへの手紙」

に書く内容について話し

合う。 

③「勘兵衛さんへの手紙」

を書く。 

※①～②の学習活動を

授業で行い，各自が教科

書や副読本，ノートを見

て「勘兵衛さんへの手

紙」を書くことを説明す

る。 

 

各自が教科書や副読本，

ノートを見て「勘兵衛さ

んへの手紙」を書く。 

【１時間】 

 

※各自が書いたものを

提出させ，一人一人の学

習状況を確認する。 

＜せんたく＞ 

地域に学校を

ひらいた小笠

原東陽 

P102～103 

地域に学校を開いた小笠

原東陽について具体的に

調べ，人々の願いにもとづ

いて，地域の教育発展に貢

献したことを捉えること

ができるようにする。 

○地域で最初に開設された学校と，開

設した人物について調べたことをノ

ートや年表にまとめたり，それらをも

とに，地域の人々の願い，学校の開設

や運営に関わる苦労や努力について

話し合ったりする。 

◆小笠原東陽は，地域の人々の願いに

もとづいて学校を開設し，地域の教育

発展に尽力したこと。また，多くの生

徒を輩出し，学校のある地域は，その

後県の教育の中心地になったこと。 

①地域で初めて学校を開

いた人物について調べ

る。 

②小笠原東陽は，どのよ

うな願いから学校をつく

ったのか，話し合う。 

③調べたことを年表にま

とめる。 

 

＜せんたく＞ 

砺波のチュー

リップづくり

と水野豊造 

P104～105 

地域に産業をもたらした

水野豊造について具体的

に調べ，チューリップ栽培

による産業振興によって

地域の人々の暮らしが向

上したことを捉えること

ができるようにする。 

○地域で盛んに行われている産業が，

誰によって始められ，どのようにして

広まっていったのかについて調べる

とともに，当時の人々の思いや願い，

産業を確立していくまでの苦労や努

力について話し合ったりする。 

◆水野豊造は，チューリップ栽培を普

及することによって地域の産業振興

に尽力し，人々の暮らしを向上させた

こと。その結果，富山県はチューリッ

プの球根生産では全国有数の産地に

までなったこと。 

①砺波市のチューリップ

づくりを盛んにした，水

野豊造について調べる。 

②豊造の仕事が，地域の

暮らしをどのように変え

たのかを調べる。 

③豊造の仕事と，地域の

今の暮らしとのかかわり

について考える。 
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目  標 

●自分たちの県内の特色ある地域について，人々の生活との関

連を踏まえて理解するとともに，調査活動，地図帳や各種の

具体的資料を通して，必要な情報を調べまとめる技能を身に

付けるようにする。 

●自分たちの県内の特色ある地域の人々の活動や産業とそれ

らの地域の発展を関連付けたり，自分たちの住む地域と比較

したりして，その地域の特色を考え，文章で記述したり，白

地図などにまとめたことをもとに説明したりする力を養う。 

●自分たちの県内の特色ある地域について，主体的に学習の問

題を解決しようとする態度や，よりよい社会を考え学習した

ことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに，思考

や理解を通して，地域社会に対する誇りと愛情，地域社会の

一員としての自覚を養う。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・県内の特色ある地域では，人々が協力

し，特色あるまちづくりや観光などの産

業の発展に努めていることを理解してい

る。 

・地図帳や各種資料で調べ白地図などにま

とめている。 

・特色ある地域の位置や自然環境，人々

の活動や産業の歴史的背景，人々の協

力関係などに着目して，地域の様子を

捉え，それらの特色を考え，表現して

いる。 

・県内の特色ある地域の様子につ

いて，予想や学習計画を立てた

り，見直したりして，主体的に

学習問題を追究し，解決しよう

としている。 

 

大単元の構成 

 

大単元 7 わたしたちの県のまちづくり 

配当時間 18 時間 

（学校の授業以外の場におい

て行うことが考えられる教

材・学習活動３時間） 

教科書 3・4 下 

P120～159 

  

  ※どちらかを選択  

２ 焼き物を生かしたま

ちづくり ⑥ 

 ３ 昔のよさを未来に伝え

るまちづくり ⑥ 

 松原を生かした 

まちづくり 

 ４ 世界とつながる 

福岡県 ④ 

      

特産物や観光で知られる

地域 ① 
 

たくさんの人がおとずれ

る太宰府市 ① 
 松原と海が美しい所  ようこそ，福岡県へ ① 

     

東峰村はどのような所な

のだろう ① 
 

史跡や文化財の多い太宰

府市 ① 
 

地域のくらしとさつき松

原 
 

空のげんかん－福岡空港 

① 

     

小石原焼が広まったわけ

は ① 
 

昔からひらかれていた太

宰府市 ① 
 

100 年後に美しい松原を

残すために 
 

海のげんかん－博多港  

※学習を行わない 

      

小石原焼ができるまで 

① 
 

昔のものが守られるまで

には ① 
 

 

 
多くの国や地域とつなが

る福岡県／まとめる ② 
   

小石原焼のよさを伝える

ために／まとめる ② 
 

未来に伝えたい太宰府市

のよさ／まとめる ② 
  

 

    

深める 県をしょうかいするパンフレットをつくろう ② 
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○の中の数字は，配当時数。 

小単元 2 焼き物を生かしたまちづくり 

配当時間 6 時間 

（学校の授業以外の場にお

いて行うことが考えられる

教材・学習活動なし） 

教科書 3・4 下 

P120～130 

 

目  標 

 

●伝統的な技術を生かした地場産業が盛んな地域について，

人々の生活との関連を踏まえて理解するとともに，調査活動，

地図帳や各種の具体的資料を通して，必要な情報を調べまと

める技能を身に付けるようにする。 

●伝統的な技術を生かした地場産業が盛んな地域の人々の活

動や産業とそれらの地域の発展を関連付けたり，自分たちの

住む地域と比較したりして，その地域の特色を考え，文章で

記述したり，白地図などにまとめたことをもとに説明したり

話し合ったりする力を養う。 

●伝統的な技術を生かした地場産業が盛んな地域について，主

体的に学習の問題を解決しようとする態度や，よりよい社会

を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養

うとともに，思考や理解を通して，地域社会に対する誇りと

愛情，地域社会の一員としての自覚を養う。

 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・伝統的な技術を生かした地場産業が盛ん

な地域では，人々が協力し，特色あるま

ちづくりや観光などの産業の発展に努め

ていることを理解している。 

・伝統的な技術を生かした地場産業が盛ん

な地域について，地図帳や各種の資料で

調べ，白地図などにまとめている。 

・伝統的な技術を生かした地場産業

が盛んな地域の位置や自然環境，

人々の活動や産業の歴史的背景，

人々の協力関係などに着目して，

地域の様子を捉え，それらの特色

を考え，表現している。 

・伝統的な技術を生かした地場産業

が盛んな地域について，予想や学

習計画を立てたり，見直したりし

て，主体的に学習問題を追究し，

解決しようとしている。 
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小単元名：2 焼き物を生かしたまちづくり 【配当 6 時間】 

 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 
学校の授業以外の場において

行うことが考えられる教材・学習

活動 

特産物や観光

で知られる地

域 

P120～121 

【配時 1】 

特産物や観光で知られ

る県内の特色ある地域

を知り，それらをパンフ

レットなどで調べると

ともに，自分たちが調べ

る地域を決めるための

話し合いをすることが

できるようにする。 

○県内の特色ある地域の中から，焼

き物づくりが盛んな東峰村と，観光

で知られる太宰府市を，調べる対象

として選び出す。 

◆県内には，特産物や観光で知られ

る特色ある地域があること。 

①県の地図を見ながら，知

っている場所を発表する。 

②県内の特産物や観光で

知られる地域をパンフレ

ットなどで調べる。 

③調べたことをもとに，感

じたことや，関心をもった

ことを話し合う。 

 

東峰村はどの

ような所なの

だろう 

P122～123 

【配時 1】 

東峰村の民陶むら祭に

関する写真などを読み

取り，小石原焼について

調べたいことを明らか

にして，学習問題をつく

ることができるように

する。 

 

 

○民陶むら祭の様子を捉えた写真

などを手がかりに，東峰村で盛んに

作られている小石原焼について調

べる学習問題をつくる。 

◆東峰村は焼き物づくりが盛んで

あり，そこで作られる小石原焼を買

うために，遠くから多くの客がやっ

て来ること。 

 

 

①東峰村の位置を確かめ，

どのような所なのかを調

べる。 

②民陶むら祭に多くの

人々が来るわけを予想す

る。 

③小石原焼について調べ

たいことを明らかにして，

学習問題をつくる。 

 

 

小石原焼が広

まったわけは 

P124～125 

【配時 1】 

小石原焼の特徴をつか

み，この焼き物がどのよ

うにして広く知られる

ようになったかを理解

できるようにする。 

○小石原焼の実物を見て特徴を知

り，発祥から現在までの歩みと，広く

知られるようになった理由を調べる。 

◆小石原焼は中国や朝鮮の焼き物

を起源とし，約 350年の歴史がある

こと。東峰村で開かれる民陶むら祭

などを通してより広く知られるよ

うになり，国の伝統的工芸品にも指

定されていること。 

①本物の小石原焼を見て，

気づいたことを話し合う。 

②小石原焼がいつ，どのよ

うに始まり，広まったかを

調べる。 

③調べてわかったことを

ノートにまとめる。 

 

小石原焼がで

きるまで 

P126～127 

【配時 1】 

窯元を見学し，小石原焼

の作業工程と技法，使わ

れる材料について調べ，

作り手が気をつけてい

ることや努力している

ことを捉えることがで

きるようにする。 

○焼き物づくりを体験して生まれ

た疑問をもとに窯元を見学し，小石

原焼の作業工程と使われる材料，作

り手が注意していることや努力し

ていることについて調べる。 

◆小石原焼は地域で採取した材料や

燃料を使い，特徴を生み出すための

熟練した技法により作られていること。 

①焼き物づくりを体験し

て，感じたことを話し合

う。 

②小石原焼ができるまで

の作業の様子を調べる。 

③小石原焼の材料につい

て調べる。 

 

小石原焼のよ

さを伝えるた

めに 

＜まとめる＞ 

P128～130 

【配時 2】 

小石原焼が盛んにつく

られるようになったわ

けと，焼き物を生かした

まちづくりについて考

えることができるよう

にする。 

○小石原焼が盛んにつくられるように

なったわけと，焼き物を生かした東峰

村のまちづくりについてまとめる。 

◆東峰村は焼き物の材料があり，客

の求めに応じた様々な種類の焼き物

を作ることで小石原焼を発展させてき

たこと。東峰村の人々は小石原焼をよ

り多くの人に知ってもらい，観光客と

焼き物の作り手を増やし，活気のある

まちにしようと努力していること。 

①焼き物づくりを見学し

て，気づいたことを話し合

う。 

②焼き物づくりを盛んに

していくための取り組み

を調べる。 

③「まとめる」を参考に学

習を振り返り，小石原焼の

生産が盛んになったわけ

を考えてノートに書く。 

 

 

学習問題 小石原焼がさかんにつくられるようになったわけはなんだろう。 
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小単元 3 昔のよさを未来に伝えるまちづくり 

配当時間 6 時間 

（学校の授業以外の場にお

いて行うことが考えられる

教材・学習活動１時間） 

教科書 

P136～145 

 

目  標 

●県内の伝統的な文化を保護・活用している地域について，

人々の生活との関連を踏まえて理解するとともに，調査活動，

地図帳や各種の具体的資料を通して，必要な情報を調べまと

める技能を身に付けるようにする。 

●県内の伝統的な文化を保護・活用している地域の人々の活動

や産業とそれらの地域の発展を関連付けたり，自分たちの住

む地域と比較したりして，その地域の特色を考え，文章で記

述したり，白地図などにまとめたことをもとに説明したり話

し合ったりする力を養う。 

●伝統的な文化をまちづくりにどのように生かしているかに

ついて，主体的に学習の問題を解決しようとする態度や，地

域社会のよりよい発展を考えていこうとする態度を養うと

ともに，思考や理解を通して，地域社会に対する誇りと愛情，

地域社会の一員としての自覚を養う。

 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・伝統的な文化を保護・活用している地域で

は，人々が協力し，特色あるまちづくりや

観光などの産業の発展に努めていることを

理解している。 

・伝統的な文化を保護・活用している地域につ

いて，地図帳や各種の資料で調べ，白地図な

どにまとめている。 

・伝統的な文化を保護・活用して

いる地域の位置や自然環境，

人々の活動や産業の歴史的背

景，人々の協力関係などに着目

して，地域の様子を捉え，それ

らの特色を考え，表現してい

る。 

・伝統的な文化を保護・活用している

地域について，予想や学習計画を立

てたり，見直したりして，主体的に

学習問題を追究し，解決しようとし

ている。 
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小単元名：3 昔のよさを未来に伝えるまちづくり 【配当 6 時間】 

※「昔のよさを未来に伝えるまちづくり」と P146～151 のどちらかを選択して学習 

 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 
学校の授業以外の場において

行うことが考えられる教材・学習

活動 

たくさんの人

がおとずれる

太宰府市 

P136～137 

【配時 1】 

写真やグラフから，太

宰府市がどのような

所で，なぜ多くの人が

訪れるのかについて

関心をもつことがで

きるようにする。 

○太宰府市について知っているこ

と，写真やグラフを見て気づいたこ

とについて話し合う。 

◆太宰府市には，太宰府天満宮や九

州国立博物館といった観光地があり，

市の人口に対して約 100倍もの観光客

が訪れていること。 

①太宰府市を代表する場所

の写真を見て，気づいたこと

を話し合う。 

②太宰府市について，知って

いることを話し合う。 

③太宰府市はどんな所か，調

べる計画を立てる。 

 

史跡や文化財

の多い太宰府

市 

P138～139 

【配時 1】 

太宰府市はどのよう

な所なのかを地図や

パンフレットを使っ

て調べ，史跡や文化財

が多く残されている

ことを手がかりに，学

習問題をつくること

ができるようにする。 

 

 

○太宰府市の様子を地図やパンフ

レットを使って調べ，史跡や文化財

が多いことを捉え，それを手がかり

に太宰府市について調べる学習問

題をつくる。 

◆太宰府市には，史跡や歴史のある

祭，仏像などの文化財が数多く残さ

れていること。 

 

 

①太宰府市の様子を，地図や

パンフレットなどで調べる。 

②太宰府市はどのような所

なのかを話し合う。 

③史跡や文化財が多い太宰

府市について，知りたいこと

を明らかにして，学習問題を

つくる。 

 

 

 

 

昔からひらか

れていた太宰

府市 

P140～141 

【配時 1】 

太宰府市にある代表

的な史跡や文化財を

もとに太宰府市の昔

の様子を捉え，歴史的

にどのような特色を

もった地域であるの

かについて考えるこ

とができるようにす

る。 

○太宰府市にある代表的な史跡や

文化財を調べて昔の様子を捉え，太

宰府市がもつ歴史的な特色につい

て考える。 

◆古代の太宰府市には大宰府政庁

という国の重要な役所があり，大陸

との交流が盛んであったこと。ま

た，太宰府天満宮は菅原道真と深い

関わりがあること。 

①太宰府市を代表する史跡

を調べる。 

②昔の太宰府市は，どのよう

な所だったのかを捉える。 

③調べたことをもとに，太宰

府市の特色を考える。 

 

昔のものが守

られるまでに

は 

P142～143 

【配時 1】 

太宰府市に史跡や文

化財が多く残されて

いるわけについて，そ

れらの保存に関わる

人々の取り組みや思

いを通して捉えるこ

とができるようにす

る。 

○太宰府市に史跡や文化財が多く

残されているわけを調べ，地域の

人々の史跡の保存に対する意識の

変化があったことや，保存に対する

思いを捉える。 

◆太宰府市はかつて史跡とされる

地域を開発するか否かで住民の意

見が分かれたが，しだいに史跡や文

化財の保存を大切に考えるように

なり，住民の意識が変化したこと。 

①太宰府市に史跡や文化財

が多く残されているわけを

調べる。 

②史跡や文化財の保存をめ

ぐって，太宰府市でどのよう

なできごとがあったのか調

べる。 

③史跡や文化財の保存に対

する太宰府市の人々の意識

が変わったわけを考える。 

 

学習問題 太宰府市には，なぜ，昔のものが多く残されているのだろう。 
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未来に伝えた

い太宰府市の

よさ 

P144～145 

【配時 2】 

太宰府市のよさを生

かしたり，伝えたりす

る活動を調べ，地域の

人々はどのような願

いのもとで，まちづく

りをしようとしてい

るのかを考えること

ができるようにする。 

○太宰府市のよさを生かしたり，伝

えたりする活動から，太宰府市の

人々はどのようなまちづくりを目

ざしているのかを話し合う。 

◆太宰府市は昔から受け継いだよ

さを生かしてまちづくりを進めて

いること，そこには，まちづくりに

取り組む地域の人々の思いや願い

があること。 

①史跡や文化財が多く残さ

れた太宰府市のよさを生か

す活動について調べる。 

②太宰府市のよさを伝える

活動について調べる。 

③「まとめる」を参考に，太

宰府市の特色を振り返り，

人々が目ざしているまちづ

くりについて考え，ノートに

書く。 

※授業で①～②の学習活

動を行い，各自が教科書や

副読本，ノートを見て太宰

府市の特色を振り返り，

人々が目ざしているまち

づくりについて考え，ノー

トに書くことを説明する。 

 

教科書や副読本，ノートを

見て太宰府市の特色を振

り返り，人々が目ざしてい

るまちづくりについて考

え，ノートに書く 

【１時間】 

 

※各自が書いたものを提

出させ，一人一人の学習状

況を確認する。 
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小単元 せんたく 松原を生かしたまちづくり 配当時間 ― 時間 
教科書 3・4 下 

P146～151 

 

目  標 

●県内の自然環境を保護・活用している地域について，人々の

生活との関連を踏まえて理解するとともに，調査活動，地図

帳や各種の具体的資料を通して，必要な情報を調べまとめる

技能を身に付けるようにする。 

●県内の自然環境を保護・活用している地域の人々の活動や産

業とそれらの地域の発展を関連付けたり，自分たちの住む地

域と比較したりして，その地域の特色を考え，文章で記述し

たり，白地図などにまとめたことをもとに説明したり話し合

ったりする力を養う。 

●自然環境をまちづくりにどのように生かしているかについ

て，主体的に学習の問題を解決しようとする態度や，地域社

会のよりよい発展を考えていこうとする態度を養うととも

に，思考や理解を通して，地域社会に対する誇りと愛情，地

域社会の一員としての自覚を養う。

 

評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自然環境を保護・活用している地域では，

人々が協力し，特色あるまちづくりや観光な

どの産業の発展に努めていることを理解して

いる。 

・自然環境を保護・活用している地域について，

地図帳や各種の資料で調べ，白地図などにまと

めている。 

・自然環境を保護・活用している地域

の位置や自然環境，人々の活動や産

業の歴史的背景，人々の協力関係な

どに着目して，地域の様子を捉え，

それらの特色を考え，表現してい

る。 

・自然環境を保護・活用してい

る地域について，予想や学習

計画を立てたり，見直したり

して，主体的に学習問題を追

究し，解決しようとしてい

る。 
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せんたく 松原を生かしたまちづくり 

※「昔のよさを未来に伝えるまちづくり」と P146～151 のどちらかを選択して学習 

 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 
学校の授業以外の場において行

うことが考えられる教材・学習活動 

松原と海が美

しい所 

P146～147 

地図や写真などを読

み取り，さつき松原に

ついて調べたいこと

を明らかにして，学習

問題をつくることが

できるようにする。 

○さつき松原について地図や写

真などを使って調べ，気づいた

ことや疑問に思ったことを話し

合い，学習問題をつくる。 

◆自分たちの県には，松原と海

の景観が美しい地域があるこ

と。 

①さつき松原はどのような所

か，地図や写真などで調べる。 

②調べてわかったことを，話し

合う。 

③話し合ったことをもとに，学

習問題をつくる。 

 

 

地域のくらし

とさつき松原 

P148～149 

さつき松原が地域の

人々の暮らしにどの

ように関わってきた

のかについて，調べる

ことができるように

する。 

○さつき松原が地域に果たして

きた役割や，松枯れが進んでい

る現状について，写真や図，グラ

フから読み取ったり，地域の人

から話を聞いたりする。 

◆さつき松原には昔から地域に

果たしてきた役割があること。

今の松原は昔に比べて荒れ，害

虫によって枯らされる松が増え

てきていること。 

①さつき松原が地域に果たし

てきた役割を調べる。 

②さつき松原の今の様子を調

べ，人々の暮らしへの影響を考

える。 

③松原の松が枯れるようにな

ったわけを調べる。 

 

100 年後に美

しい松原を残

すために 

P150～151 

さつき松原を保護す

る地域の人々の活動

を調べるとともに，さ

つき松原が地域の

人々にとってどのよ

うな場所なのかにつ

いて考えることがで

きるようにする。 

○さつき松原を保護する活動に

関わる人々から思いや願いを聞

き，どのようなさつき松原にし

たいと思っているのかについて

他の人と話し合う。 

◆地域住民をはじめ，様々な

人々が協力してさつき松原を守

り，美しい松原を未来に残す活

動に取り組んでいること。 

①さつき松原を守るために行

われている活動について調べ

る。 

②人々は，どのような思いや願

いをもって，松原を守っている

のかを，調べる。 

③人々にとってさつき松原は

どのような場所なのかを，考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習問題 地域の人々にとって，松原は，どのような役割を果たしているのだろう。 
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小単元４ 世界とつながる福岡県 

配当時間 4 時間 

（学校の授業以外の場にお

いて行うことが考えられる

教材・学習活動１時間） 

教科書 3・4 下 

P152～159 

 

目  標 

●県内の国際交流が盛んな地域について，人々の生活との関連

を踏まえて理解するとともに，調査活動，地図帳や各種の具

体的資料を通して，必要な情報を調べまとめる技能を身に付

けるようにする。 

●県内の国際交流が盛んな地域の人々の活動や産業とそれら

の地域の発展を関連付けたり，自分たちの住む地域と比較し

たりして，その地域の特色を考え，文章で記述したり，白地

図などにまとめたことをもとに説明したり話し合ったりす

る力を養う。 

●国際交流が盛んな理由について，主体的に学習の問題を解決

しようとする態度や，地域社会のよりよい発展を考えていこ

うとする態度を養うとともに，思考や理解を通して，地域社

会に対する誇りと愛情，地域社会の一員としての自覚を養う。

 

評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・国際交流に取り組んでいる地域では，人々が

協力し，特色あるまちづくりや観光などの産

業の発展に努めていることを理解している。 

・国際交流に取り組んでいる地域について，地

図帳や各種の資料で調べ，白地図などにまと

めている。 

・国際交流に取り組んでいる地域の

位置，人々の活動や協力関係など

に着目して，地域の様子を捉え，

それらの特色を考え，表現してい

る。 

・国際交流に取り組んでいる地域に

ついて，予想や学習計画を立てた

り，見直したりして，主体的に学習

問題を追究し，解決しようとして

いる。 
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小単元名：4 世界とつながる福岡県 【配当 4 時間】 

 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 
学校の授業以外の場におい

て行うことが考えられる教

材・学習活動 

ようこそ，福

岡県へ 

P152～153 

【配時 1】 

県内の国際交流が

盛んな地域につい

て調べたいことを

明らかにし，学習

問題をつくること

ができるようにす

る。 

○外国からも多くの人が集まる自分たちの

県の代表的な行事に着目し，県内の国際交

流が盛んな地域について調べるための学習

問題をつくる。 

◆自分たちの県には外国から多くの人々が

集まる地域があること。また，地図は縮尺

によって，地図上に示される範囲や情報が

変わること。 

①外国からも多くの人が来

る，自分たちの県の行事やで

きごとを探す。 

②国際交流が盛んな地域に

ついて調べたいことを明ら

かにし，学習問題をつくる。 

 

空のげんかん 

―福岡空港 

P154～155 

【配時 1】 

福岡市は，福岡空

港を通して，どの

国や地域とつなが

っているかを捉え

ることができるよ

うにする。 

○福岡市と空路でつながる外国，入国者の

出身国や人数を調べ，福岡市と他地域との

結びつきの特色について考える。 

◆福岡市は，位置的に近いアジアの国々から

多くの人々が来ていること。 

①福岡空港と空でつながる

国や地域を調べる。 

②どの国から，どれくらいの人

が，福岡空港を通して，日本

に来ているのか調べる。 

③地図を見て，福岡県の位置

の特色を考える。 

 

海のげんかん 

―博多港 

P156～157 

省略（このページの学習は行わない） 

多くの国や地

域とつながる

福岡県 

＜まとめる＞ 

P158～159 

【配時 2】 

福岡市は，どの国

や地域と，どのよ

うな交流をしてい

るのかを調べ，他

地域とのつながり

にみる特色につい

て考えることがで

きるようにする。 

○福岡市と友好都市(姉妹都市)の関係を結

んだり，経済や文化面で交流したりしている外

国や都市とその位置，国旗を調べ，これまで

学習したことを手がかりに，他地域とのつなが

りにおける福岡市の特色をまとめる。 

◆福岡市は，位置的に近いアジアの国や地

域との交流が盛んで，多くの国や地域と互

いの文化を理解するための交流活動が行わ

れていること。 

①福岡市の友好都市（姉妹都

市）がある国や地域を調べる。 

②福岡市では他の国や地域

とどのような交流が行われ

ているか調べる。 

③自分たちの市と，他の国や

地域とのつながりをまとめ

る。 

※①②の学習活動を授

業で行い，各自が教科書

や副読本，ノートを見な

がら学習をふり返り，外

国との交流にみる市の

特色についてノートに

まとめることを説明す

る。 

 

教科書や副読本，ノート

を見ながら学習をふり

返り，外国との交流にみ

る市の特色についてノ

ートにまとめる。 

【１時間】 

 

※各自が書いたものを

提出させ，一人一人の学

習状況を確認する。 

 

 

学習問題 福岡市は，他の国や地域と，どのように交流しているのだろう。 
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＜深める＞ 

県をしょうか

いするパンフ

レットをつく

ろう 

P160～161 

【配時 2】 

調べてわかったこ

とや考えたこと

を，わかりやすく

伝える工夫をしな

がら白地図や文章

などに整理し，自

分たちの県の様子

と特色を紹介する

パンフレットにま

とめられるように

する。 

○学習を振り返って，自分たちの県の特色

を話し合い，県をどのように紹介したらよ

いかを話し合い，わかりやすく伝えること

に留意してパンフレットを作成する。 

◆自分たちの県の地形・産業・交通や，地

場産業，歴史的景観（自然環境）を保護・

活用する特色ある地域の様子，他の国や地

域と県とのつながりにみる特色を振り返り

ながら，他の児童と交流し合い，自分の言

葉で表現すること。 

①自分たちの県の様々な特色

をふり返り，パンフレットの構想

について話し合う。 

②パンフレットの作成に必

要な資料を集めたり，紹介文

を書いたりしながら，わかり

やすく伝えるための工夫に

ついて考え合う。 

③自分たちの県を紹介するパ

ンフレットを各自で作って見せ

合う。 

※授業で①②の学習活

動を行い，各自が自分た

ちの県を紹介するパンフ

レットを作ることを説明す

る。 

 

教科書や副読本，ノートを

見ながら，自分たちの県を

紹介するパンフレットを作

る。 

【１時間】 

 

※各自が書いたものを

提出させ，一人一人の学

習状況を確認する。 
 


